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文字情報保障あり

就学闘争を振り返って
——医療現場で感じたこと

「少数者と教育」研究会

石川憲彦先生特別講演会
講師

趣旨

詳細

共催・助成

問い合わせ

土曜日

オンライン

10:00～12:00

12/2
いしかわ のりひこ

先生石川 憲彦
児童精神科医

参加申し込み方法：申し込みフォームより
文字情報保障以外の合理的配慮が必要な場合は、問い合
わせまでご連絡ください。

本講演では、医師として「障害」や子育て、発達障害・向精神
薬との付き合い方、不登校などのテーマに向き合ってこられた
石川憲彦先生をお招きし、石川先生ご自身の就学運動における
経験を中心にお話をしていただきます。ディスカッションも予
定しています。


立命館大学生存学研究所共催  ※本研究会は、「公益財団法人 生
存科学研究所」の研究助成を受けています。

gr0529kp@ed.ritsumei.ac.jp（代表：種村光太郎宛て） 申し込みページQR

――立岩真也「石川憲彦さんの著作が与えたものは大きかったです。

『治療という幻想：障害の治療からみえること』（現代書館，1988年）が
重かったです。［...］ずっと東大病院で小児科医してらして。「医療と教
育を考える会」というのをやっていましたよね。いっしょに『生の技法』
を書いた仲間の岡原正幸がそこに出入りしていたと思います 」 
◇立岩による山田真氏へのインタビュー（2007年＝arsvi.com掲載）より抜粋


